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著作権について 

© 2025 Dynabook Inc. All rights reserved. 

著作権法により、本マニュアルはDynabook株式会社の書面による事前の許
可なく複製することはできません。本書に記載された情報の使用に関し、
いかなる責任も負いません。 

音楽、映像、コンピューター・プログラム、データベースなどは著作権法
により、その著作者および著作権者の権利が保護されています。こうした
著作物を複製することは、個人的にまたは家庭内で使用する目的でのみ行
うことができます。上記の目的を超えて、権利者の了解なくこれを複製

（データ形式の変換を含む）、上演、演奏、展示、改変、複製物の譲渡お
よび貸与、ならびにネットワーク上での配信などを行うと、「著作権侵害」
「著作者人格権侵害」として損害賠償の請求や刑事処罰を受けることがあ
ります。これらの著作物については、著作権法を遵守のうえ、適切な使用
を心がけてください。 

 

免責事項 

本マニュアルは正確性が検証され、レビューされています。 記載されてい

る手順と説明は、本マニュアルの対象とされた Dynabook 株式会社の製造

するコンピュータ（以下「本コンピュータ」といいます）に適したもので

す。 ただし、本コンピュータの後継モデルの仕様および本マニュアルは予

告なく変更されることがあります。後継モデルの仕様との差異、本マニュ

アルの誤り、脱字、相違により直接または間接的に生じた損害について、

Dynabookは一切の責任を負いません。 

本マニュアルの「Dynabook」とは Dynabook株式会社および/またはその

関連会社を意味します。 

• 修理、部品交換にあたっては、必ず Dynabook指定の部品を使用願いま

す。指定外の部品の使用は、動作不良のみならず、火災等の重大な事故

につながる危険性があります。指定外の部品の使用に伴う不具合につい

ては、Dynabookは一切の責任を負いません。 
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商標情報 

インテル、Intel ロゴ、Thunderbolt、Thunderbolt ロゴは、アメリカ合衆国お

よび／またはその他の国における Intel Corporation またはその子会社の商標

です。 

Microsoft、Windows は、米国 Microsoft Corporationの米国およびその他の国

における登録商標または商標です。 

Bluetooth®は、Bluetooth SIG, Inc.の登録商標です。 

HDMI、HDMI High-Definition Multimedia Interface、HDMIのトレードドレス

および HDMIのロゴは、 HDMI Licensing Administrator, Inc.の商標または登

録商標です。 

Wi-Fiは、Wi-Fi Allianceの登録商標です。 

USB Type-C®、USB-C®は、USB Implementers Forumの登録商標です。 

その他の記載されている社名・商品名・サービス名などは、それぞれ各社が

商標として使用している場合があります。 

序文 

本マニュアルでは、コンピュータのハードウェア保守サービス方法について
説明します。 

安全アイコン 

本マニュアルでは、重要な情報に注意を向けるために安全アイコンが使用さ

れています。 各メッセージの種類は次のように識別されます。 
 

 

 

  

この表示を無視して誤った取扱いをすると、死亡または重傷を負う可能
性が想定される状況を示します。 

機器の不適切な使用や指示に従わない場合、データの損失や機器の損
傷、軽傷または中程度の傷害を引き起こす可能性があることをお知らせ
する注意・警告情報です。 

機器を最大限に活用するためのヒントやアドバイスです。 
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本コンピュータの不適切な修理は、安全上の問題を引き起こす可能性があり

ます。Dynabook では、サービス技術者、正規販売店またはサービスプロバ

イダに対して、以下の安全上の注意事項を厳守するよう求めています。 

■ ネジは必ず正しいドライバーで確実に締めてください。ネジが適切に固

定されていないと、緩んでショートし、過熱、発煙、発火の危険性を生

じる恐れがあります。 

■ バッテリーパックまたはRTCバッテリーを交換する場合は、必ず同じモ

デルのバッテリーまたはDynabookが推奨する同等品バッテリーを使用し

てください。誤ったバッテリーを取り付けると、バッテリーが破裂する

可能性があります。 
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はじめに 

本マニュアルは、本コンピュータのサービス技術者、正規販売店またはサー

ビスプロバイダ（以下、総称して「サービス技術者」といいます）向け保守

マニュアルです。本コンピュータを購入/使用するお客様ご自身による分解・

修理を意図したものではありません。 

 

修理を始める前に 

‒ 本コンピュータに接続されたすべての周辺機器をはずし、バッテリーで

動作させ、バッテリーが完全に放電してから作業を開始してください。

バッテリーが完全に放電すると、電源ボタンを押しても電源が入らなく

なります。バッテリーが完全に放電されていない状態では、電源をオフ

していても機器内部には電源が供給されており、この状態で分解する

と、感電やショートによる火災等の恐れがあります。 

‒ バッテリーの完全放電直後は機器の内部が熱くなっています。十分に冷

えてから作業を行ってください。 

 

修理にあたって 

‒ 必ず、本マニュアルを読み、指定された方法で修理願います。 

‒ 本コンピュータの内部には精密部品があり、静電気を受けると破損しま

す。静電気対策を施してから作業を行ってください。 

‒ 本コンピュータの内部には鋭利な部分があります。ケガをしないようご

注意ください。 

‒ 本マニュアルまたはDynabookに指定されたものを除き、基板上の部品や

端子を触ったり、押したりしないでください。 

‒ 交換用のバッテリーは充電されています。変形させたり、力を加えたり

しないでください。交換用のものを含め、バッテリーを放置しないでく

ださい。安心してお使いいただくために」、「取り扱い説明書」を必ず

お読みください。 

‒ バッテリーに膨れや漏液のある場合、ご自身での修理は行わず、サービ

スセンターに修理を依頼してください。 

‒ 膨らんだり、変形したバッテリー、傷のついたバッテリーの再利用は絶

対にしないでください。 

‒ バッテリーパックの取り付けや、カバーを取りつける際は、バッテリー

部にネジや異物が無いことを確認してください。 
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‒ 取り外したバッテリーの分解は絶対にしないでください。 

‒ LCDの交換に際し、ガラスが割れた場合はケガや液晶の流出にご注意く

ださい。中の液晶が手などについた場合は、15分以上洗い流し、異常を

感じた場合は医師の診断を受けてください。 

‒ カバーをする前にすべての部品が正しい位置にあり、ネジの締め忘れや

異物が存在しないことを確認してください。 

‒ ボタン電池を搭載している機種は、交換用、交換後のボタン電池にお子

様やペットが触らないよう注意願います。万一、飲み込むと重篤な事態

を招きます。飲み込んだ場合は速やかに医師の診断を受けてください 

 

修理後の確認 

‒ 交換した部品は自治体の規則に従って処理してください。バッテリーは

放電した状態でも一般ごみとしては絶対に捨てないでください。 

‒ 交換した直後のバッテリーはそのままでは使えない状態となっていま

す。ACアダプタを接続し、一度充電してからご使用願います。 
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第 1 章 

交換手順 

この章では、サービス技術が者フィールドにおいて交換可能なユニット

(FRU)の取り外し方法と交換方法について説明します。FRU一つを交換
するために全ての FRUを取り外す必要のない場合もあります。以下の
チャートは特定の FRUを交換するためにどの FRUを取り外す必要があ
るのかを示すガイドです。チャート内の番号は対応する章を示していま
す。 

カバー内の FRUを取り外す全ての場合において、バッテリーパックも
取り外す必要があります。本コンピュータの異常要因と思われる FRU

を修理する場合は、取り外す必要がある FRUの順序をチャートに従っ
て確認してください。 
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表 1-1 FRU交換順序チャート例 

1.9ブリッジメディア(micro SD) 

1.10バッテリーパック 

1.11メモリモジュール 

1.12光学ドライブ 

1.13カバーASSYとベース ASSY 

Cover 1.25 LCD ASSY 

1.14 SSD 

1.15 RTCバッテリー 

1.16ファン 

1.17フィン 

1.18 USB基板 

1.19クリックパッド 

1.20スピーカー 

1.21システム基板 

1.22電源ボタンと指紋センサー 

1.23 DC INジャック 

1.24キーボード/カバーASSY 

1.26ディスプレイヒ

ンジ 

1.27無線 LANアン
テナ 

1.28カメラモジュー

ル 

チャートの見かた 

このチャートでは以下の例のようなケースを示します。  

SSDを取り外すには “1.10 バッテリーパック”、”1.11 メモリモジュー

ル”、 “1.12 光学ドライブ”、 “1.13 カバーASSYとベースASSY” を先に取

り外す必要があります。 

交換の場合は、事前に必要な部品を用意してください。 

 

1.1 安全上の注意 

分解を始める前に、以下の安全に関する注意を読み、作業中は必ず遵守して

ください。 
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1. 感電防止のため、本コンピュータの電源を切り、ACアダプタをコン
セントから外しておくこと。 

2. 本コンピュータ内のバッテリーには電気が残っているので、ACアダ
プタを外しても感電のリスクがあります。感電防止のために、ネッ

クレス、ブレスレット、指輪などの貴金属やアクセサリは必ず外し
ておくこと。濡れた手や湿った手では決して作業しないこと。 

3. ケガの恐れがあるので、エッジや角には十分注意すること。 

1. 部品を交換する場合、交換部品が仕様に適合している事を確認する

こと。本コンピュータの故障を防止するため、異種部品は決して使

用しないこと。 

2. ショートや発火などの内部破壊を防止するため、ネジやペーパーク

リップなどの金属物が装置の中に入り込まないようにすること。ネ

ジを交換する場合は必ず同じサイズのネジを使用すること。全ての

ネジがきちんと固定されているか確認すること。ネジが緩んでいる

とショートの原因となり加熱、発煙、発火を起こす事があります。 

3. 不慮の感電リスクを避けるため、FRU や他の部品を持ち上げる前

に、接続された全てのケーブルを外したことを確認すること。 

4. AC電源を使用する場合、本コンピュータに付属のACアダプタとAC

ケーブルか、Dynabookが推奨したものを使用すること。 

5. 感電防止のため、全ての交換部品は本コンピュータの仕様に適合し

ており、全てのケーブルやコネクタが確実に接続されている事を確

認すること。 

6. CPU や冷却モジュールなどは使用中に高温になる事があるため、こ

れらを交換する場合は十分に熱が下がってから行ない、やけどに注

意すること。 

1. 必ず純正部品もしくは Dynabookが互換部品と認定したバッテリー
を使用すること。他のバッテリーは仕様が異なり、装置と互換がな
く、発火や破裂の危険性があります。 

アルカリ溶液が漏れ出す可能性があるのでバッテリーパックを加熱
や分解をしてはいけません。爆発する可能性があるので、バッテリ
ーパックを火の中に投げ入れてはいけません。 

2. 電源の周辺部品には高電圧がかかっています。動作確認のために本
コンピュータを部分的に分解した状態で電源を入れる必要がある場
合は、感電リスクを防止するためコネクタや部品に触れないように

十分に注意してください。また、基本的なメンテナンスでは個々の
部品を分解しないでください。 
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1.2 作業を始める前に 

作業を始める前に以下の点に注意してください。全ての手順は ACアダプタ

とバッテリーパックを取り外してから行なってください。バッテリーパック

の取り外し方法は 1.10 バッテリーパック に記載されています。 

• 動作異常がない限り本コンピュータを分解しないこと。 

• 推奨された工具を使用すること。 

• 作業および部品の保管の環境は必ず以下のような要素がない場所であるこ

と。 

■ 埃や汚れ 

■ 静電気 

■ 極端な高温、低温、高湿度状態 

• 必要のない作業は行わず、本マニュアルで説明する分解および取り付

け手順に沿って作業すること。 

• 本コンピュータから取り外した部品は、本コンピュータから離れた安

全な場所に置き、損傷や作業の邪魔にならないようにすること。 

• 分解時には多数のネジを取り外す必要があるため、取り外したネジは

安全な場所に置き、どのネジがどのパーツのものかわかるようにする

こと。 

• 組み立て時は正しいネジを部品の正しい場所に取り付けること。ネジ

のサイズは説明文と図に記載されている。 

• 部品には鋭いエッジや角があるので、ケガをしないよう気を付けるこ

と。 

• 分解するときは、部品やラッチを壊さないように過度の力をかけないよう

にすること。 

• 取り外した部品で本コンピュータのケースとハーネスを壊さないように注

意すること。 

• FRUの交換後は正常に動作する事を確認すること。 

1.3 分解手順 

ケーブルコネクタは 4種類の基本タイプが使用されています。 

■ プレッシャプレートコネクタ 

■ スプリングコネクタ 

■ バックフリップコネクタ 

■ ノーマルピンコネクタ 

プレッシャプレートコネクタの場合、コネクタ上のプラスチック製のプレッ

シャプレートの両側にある保持タグをスライドさせ、コネクタからケーブル

を引き出します。ケーブルをプレッシャプレートに接続する場合は、両側の

保持タグをスライドさせた状態で、ケーブルを挿しこみ、両側の保持タグを

ケーブルが正しい位置になるように押します。ケーブルを軽く引き、きちん

と固定されていることを確認します。 
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スプリングコネクタの場合、ストッパを持ち上げるとケーブルは自由になり

引き出せます。接続する場合は、ストッパが持ち上がった状態でケーブルを

挿しこみ、ストッパを下げると固定されます。 

バックフリップコネクタの場合、フリッププレートを持ち上げるとケーブル

は自由になり引き出せます。接続する場合は、フリッププレートが持ち上が

った状態でケーブルを挿しこみ、フリッププレートを下げると固定されま

す。 

それ以外の全てのケーブルではノーマルピンコネクタが使われています。単

に引き抜き、押し込むことで取り外しや接続ができます。 

図 1-1 Pressure plate connector/Spring connector/Back flip connector 

 

1.4 組み立て手順 

本コンピュータを分解し、異常の原因になっていた部品を修理もしくは交換

した後は、再度組み立てる必要があります。 

本コンピュータの組み立て時には以下の一般的な点に注意してください。 

■ 時間をかけ、指示に忠実に従うこと。急いで組み立てると、新たな問題

を引き起こします。 

■ 全てのケーブルとコネクタがきちんと固定されているか確認すること。 

■ FRUや他の部品を固定する前に、ケーブルがネジやFRUに挟み込まれて

いないことを確認すること。 

■ 全てのラッチがきちんと閉じていることを確認すること。 

■ 全てのFRUが正しく取り付けられ、ネジが残っていないことを確認する

こと。間違ったネジを使用するとネジ山やネジ頭が損傷し、FRUが正し

く固定できなくなる可能性があります。 

FRUを取り付けた後は、本コンピュータが正常に動作することを確認してく

ださい。 
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1.5 工具および装置 

サービス技術者および周囲の人の安全のためにも静電気放電装置(ESD)を使用

することが大切で、この装置の使用により、修理の成功率の向上と、部品の

損傷や破壊による費用を節減できます。分解および組み立てには以下の器具

が必要です。 

■ 0番ビット・プラスドライバー(S-薄型ネジ用) 

■ 1番ビット・プラスドライバー(上記以外用) 

■ マイナスドライバー(CPU取り外し用) 

■ ピンセット(ネジ取り出し用) 

■ ESDマット(作業机や床に敷く) 

■ ESDリストストラップおよびヒールグラウンダ 

■ 静電防止カーペットまたは床 

■ 静電気敏感エリアでの空気イオン化装置 

■ アンテナケーブル取り外し治具 

■ 放熱グリス用注射器 

1.6 ネジ締めトルク 

ネジ締めは以下のトルク値に従ってください。 
 

 

■ M2 (2mm)  0.167 N•m (1.7 kgf cm) 

■ M2.5 (2.5mm) 0.294 N•m (3.0 kgf cm) 
 

 

締め過ぎは部品やネジの損傷の可能性があり、締め付け不足はネジの緩
みや外れによってショートや他の損傷の原因になる可能性があります。 

Dynabook社は迅速かつ正確なネジ締めのために電動スクリュードライバ
ーの使用を推奨します。 

低頭ネジ(ネジ頭が平らになっているネジ)の破損防止のために、0番ビッ
トドライバーを使用してください。軸方向へも力を加えながらネジを回
してください。このネジはドライバーとネジ頭の接触面積が一般に使用
されているナベ型ネジ頭に比べて小さいためです。 

OK NG 
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1.7 グリップ色 

作業者がネジ長を容易に識別できるようにグリップ部に着色したネジが使わ

れる場合があります。 

[ノーマルグリップ] 

■ 一般長ネジ：青色 

■ 特殊長ネジ：緑色 

■ 強グリップネジ：黄色 

特殊長ネジとはグリップ長が 2.5mm、2.6㎜のように小数点以下まで指定さ

れているもの。 

1.8 使用ネジの表示 

メンテナンスを容易にするため、ネジの種類を本コンピュータ筐体に表示し

てあります。 

ネジ種類＋ネジ長 (mm)  

ネジ形状 

B: Bindネジ(Bind screw) 

F: Flat headネジ(Flat head screw) 

S: Super thin headネジ(Super thin head screw) 

T: Tappingネジ(Tapping screw) 

U: その他のネジ (Unique screws: ナベ頭, スタッド等) 

例) B6 … 6mm長 BINDネジ 

ネジ色/素材 

B: Black(黒色)/ニッケル 

C: Silver(銀色)/非六価クロメート 

U: その他のネジ (Unique screws: スタッド等) 

1.9 ブリッジメディア(micro SD) 

 

  

ブリッジメディアの取り付け/取り外しは、ブリッジメディアの取扱説
明書や本コンピュータのマニュアルに従ってください。 

グリップ
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1.9.1 Installing the Memory media 

ブリッジメディアの取り付けは以下の手順に従ってください。 

■ メディアの端子(金属部)を下に向ける 

■ 本コンピュータのメモリメディアスロットに挿し込む 

■ 優しく、カチッと反応があるまで押し込む 

1.9.2 ブリッジメディア(micro SD)の取り外し 

プリッジメディアの取り外しは以下の手順に従ってください。 

■ Windows タスクバーの "ハードウェアを安全に取り外してメディアを取り

出す" アイコンを開く 

■ 取り外すブリッジメディアを選ぶ 

■ ブリッジメディアを少し押すとカチッと反応があり、少し押し出される 

■ メディアを掴んで取り出す 

1.10 バッテリーパック 

1.10.1 バッテリーパックの取り外し 

バッテリーパックを取り外すには以下の手順に従ってください。 

 

■ データ保護のため、スタート -> 電源 をクリックし、SHIFT キーを押しな

がらシャットダウンを選んで電源 LEDが消えるのを確認する 

■ ACアダプタと、オプション機器のケーブルを取り外す 

■ ディスプレイパネルを閉じ、本コンピュータを裏返す 

■ バッテリーロックを外し、バッテリーリリースラッチをスライドした状態

でバッテリーパックを外す 

図 1-2 バッテリーパックの取り外し 

 

1. バッテリーロック   3. バッテリーパック 

2. バッテリーリリースラッチ 

③ 

バッテリーパックを取り外す際に端子をショートさせないように注意
すること。同時にバッテリーパックを落としたり、衝撃を与えたり、
分解したり、ねじったり、曲げたりしないこと。 



交換手順 

 1-9 

 

 

1.10.2 バッテリーパックの取り付け 

バッテリーパックの取り付けは以下の手順に従ってください。 

 

■ バッテリーパックを本コンピュータに差し込む 

■ バッテリーパックがしっかりとはまり、バッテリーロックが正しい位置に

来ているを確認する 

■ 本コンピュータを裏返す 

 

  

取り外した使用済みのバッテリーパックは地方自治体の定める条例また
は規則に従って廃棄すること。 

リチウムイオンバッテリーパックは正しく取り付け、使用、取り扱い、

廃棄を行なわないと爆発の危険があります。廃棄は地方自治体の定める

条例または規則に従って行うこと。 

Dynabook社が認定したバッテリーのみを使用すること。 

バッテリー端子を目視確認し、汚れがあった場合は乾いた布で拭き取る
こと。 
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1.11 メモリモジュール 

1.11.1 メモリモジュールの取り外し 

メモリモジュールの取り外しは以下の手順に従ってください。 

 

■ データ保護のため、スタート -> 電源 をクリックし、SHIFT キーを押しな

がらシャットダウンを選んで電源 LEDが消えるのを確認する 

■ ACアダプタと、オプション機器のケーブルを取り外す 

■ ディスプレイパネルを閉じ、本コンピュータを裏返す 

■ メモリモジュールカバーのネジを緩める。ネジは紛失防止のためメモリモ

ジュールカバーに取り付けてあります。 

 

図 1-3 メモリモジュールカバーの取り外し 

■ 取り出し溝に指を入れてカバーを持ち上げて取り外す 

■ メモリモジュールの左右にあるラッチを開く 

コンピュータを長時間使用すると、メモリモジュールやメモリモジュ

ールの近くにある回路が熱くなります。この場合、交換する前に室温

まで冷やしてください。熱いまま触れると火傷をする恐れがありま

す。 

メモリモジュールやコンピュータのコネクタには触れないでくださ

い。コネクタにほこりや汚れが付着していると、メモリアクセスの問

題が発生する可能性があります。 

メモリモジュールを強く押したり、曲げたりしないでください。. 

Front 
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図 1-4 メモリモジュールの取り外し 

 1. ラッチ 2. メモリモジュール 

1.11.2 メモリモジュールの取り付け 

メモリモジュールの取り付けは以下の手順に従ってください。 

■ メモリモジュールの切欠きをコネクタの爪と合わせ、約30度の角度でモジ

ュールをスロットに優しく挿入し、両側のラッチがカチッとはまるまで押

し下げる 

図 1-5 メモリモジュールの取り付け 

 

  

  

スロット B スロット A 

スロット A スロット B 

メモリモジュール切欠き 

コネクタの爪 

メモリモジュール取り付け後、左右のラッチがはまっていることを確認
すること 
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1.12 光学ドライブ 

1.12.1 光学ドライブの取り外し 

光学ドライブの取り外しは以下の手順に従ってください。 

 

■ 光学ドライブをとめているネジを外す 

■ 光学ドライブを下図のように引き出す 

図 1-6 光学ドライブの取り外し (1) 

  

■ 光学ドライブの後ろに付いているブラケットのネジを外す 

光学ドライブ内のディスクが取り出せなくなった場合は、ペーパークリ
ップのような細長い棒(約 15mm)を取り出しボタン近くの穴に差し込んで
トレイを開けてください。 

 

取り出し穴 
直径: 1mm 
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図 1-7 光学ドライブからブラケットの取り外し (2) 

  

1.12.2 光学ドライブの取り付け 

光学ドライブの取り付けは以下の手順に従ってください。 

■ 新しい光学ドライブを取り付ける場合は ODDベゼルをラッチで取り付け

る 

■ 光学ドライブの後ろにブラケットをネジ止めする 

■ 光学ドライブを差し込み、システム基板に接続する 

  

  

光学ドライブ 

(ODD) 

ODD 

ブラケット 
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1.13 カバーASSY とベース ASSY 

1.13.1 カバーASSYとベース ASSY の取り外し 

ベース ASSYを取り外すには以下の手順に従ってください。 

■ 本コンピュータのディスプレイを閉じ、裏返す 

■ カバーASSYとベース ASSYを留めている以下のネジを取り除く 

■ No.1~10 M2.5 x 6 (No.10 ODDモデル) 

■ a ~ b      M2.5 x 2.5 

図 1-8 ベース ASSYの取り外し (1) 

■ 下図のようにラッチを外していく 

図 1-9 ベース ASSYの取り外し (2) 

 

Base assembly 

カバーASSY 

ベース ASSY 
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■ 下図のようにカバーASSYからベース ASSYを取り外す 

図 1-10 ベース ASSYの取り外し (3) 

 

1.13.2 ベース ASSYの取り付け 

ベース ASSYを取り付けるには以下の手順に従ってください。 

■ ラッチ(Latch)をはめながらカバーASSYにベース ASSYを取り付ける 

図 1-11 ベース ASSYの取り付け 

  

■ カバーASSYとベース ASSYをネジで留める 

  

カバーASSY 

ベース ASSY 
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ベース ASSYを固定する際は、必ず図 1-8の番号の順にネジを締めて
ください。 

ネジがしっかりと固定されていることを確認してください。ネジ山や
ネジ頭に損傷を与えないようにしてください。そうでない場合は、新

しいものと交換してください。 
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1.14 SSD 

1.14.1 SSD の取り外し 

 SSDの取り外しには以下の手順に従ってください。 

■ 以下のネジを外し、SSDをシステム基板のコネクタから外す 

図 1-12 SSDの取り外し 

1.14.2 SSD の取り付け 

SSDの取り付けには以下の手順に従ってください。 

 

■ SSDをシステム基板のコネクタに斜めに挿し込む 

■ SSDを押し下げ、ネジで固定する 

図 1-13 SSDの取り付け 

 

SSD 

コネクタ 

SSDの上や下から押さないように気を付けてください。圧力によりデータ
消失や装置が損傷する可能性があります。 

SSD 

コネクタ 

損傷を防ぐため、常にSSDの側面を持ってください。 

取り付け時にSSDが破壊されることを防ぐために、SSDの中央部を押さ

ないでください。常にSSDの側面を持ってください。 
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1.15  RTC バッテリー 

1.15.1 RTC バッテリーの取り外し 

RTCバッテリーの取り外しには以下の手順に従ってください。 

■ RTCバッテリーハーネスをシステム基板のコネクタから外す 

■ RTCバッテリー（RTC MYLAR付き）をカバーASSYから剥がす 

図 1-14 RTCバッテリーの取り外し 

1.15.2 RTC バッテリーの取り付け 

RTCバッテリーの取り付けには以下の手順に従ってください。 

■ RTCバッテリー（RTC MYLAR付き）をカバーASSYに貼り付ける 

■ RTCバッテリーのハーネスをシステム基板のコネクタに接続する 

 

異なるタイプのバッテリーに置き換えると破裂の恐れがあります。  

取り外したバッテリーの廃棄は地方自治体の定める条例または規則に従

って行うこと。 

RTCバッテリー 

コネクタ 

以下の2つのテストポイント間の電圧範囲を確認してください。適切な電圧

範囲は +2.94 V ～ +3.4 V の間である必要があります。 

 負極 

正極 
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1.16 ファン 

1.16.1 ファンの取り外し 

RTCバッテリーの取り付けには以下の手順に従ってください。 

■ ファンハーネスをシステムボードのコネクタから外す 

■ 以下のネジを取り外し、ファンをカバーASSYから取り外す (このサンプ

ル図は 1ファンモデル用です。2ファンモデルの場合はすべてのネジを取

り外してください。) 

図 1-15 ファンの取り外し 

■ カバーASSYにスポンジが張り付いている場合は剥がす 

 

1.16.2 ファンの取り付け 

ファンの取り付けには以下の手順に従ってください。 

■ ファンをカバーASSYの所定の位置に置きネジ止めする 

■ ファンの FFCをシステム基板のコネクタに接続する 

 

コネクタ 

ファンが 1つの場合、カバーASSYに①のクッションを貼り付ける 

① 

ファン 1つの場合 ファン 2つの場合 
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1.17 フィン 

1.17.1 フィンの取り外し 

フィンの取り外しには以下の手順に従ってください。 

■ 以下のネジを外してフィンを取り外す 

図 1-16 フィンの取り外し 

 

 

■ ファン 1つのモデルの場合、カバーASSYからクッションを剥がす 

1.17.2 フィンの取り付け 

フィンを取り付けるには以下の手順に従ってください。 

■ フィンを所定の場所に置き、ネジ止めする 

フィンの外観は、1ファンモデルと 2ファンモデルで異なります。 

フィンを取り付ける際、必ずフィンに記されている番号の順にネジ止め
してください。 

1ファンモデルの場合）クッション（A）を下の図に示すガイドラインに
合わせて配置しします。フィンにくっつかないように注意してくださ
い。 
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1.18 USB基板 

1.18.1 USB基板の取り外し 

USB基板を取り外すには以下の手順に従ってください。 

■ INSU WLを取り外し、ワイヤレス LANカードのコネクタからワイヤレス

LANアンテナケーブルを外す 

■ FPCをコネクタから外し、USB基板から剥がす 

図 1-17 USB基板の取り外し (1) 

 

■ USB FFCをシステム基板のコネクタおよび USB基板のコネクタから外す 

■ 下図のネジを取り外し、USB基板をカバーASSYから取り出す 

図 1-18 USB基板の取り外し (2) 

 

コネクタ 

WLAN Card 

AUX (1) 

Main (2) 

コネクタ 

コネクタ 
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1.18.2 USB基板の取り付け 

USB基板を取り付けるには、以下の手順に従ってください。 

■ USB基板をカバーASSYの所定の位置にセットし、ネジで固定する 

■ FFCをシステム基板および USB基板のコネクタに接続し、FPCを USB

基板のコネクタに接続する 

■ ワイヤレス LANアンテナケーブルをワイヤレス LANカードのコネクタに

接続する（白いケーブルを「AUX」または「1」、黒いケーブルを

「MAIN」または「2」に接続）その後、INSU WLを所定の位置に貼り付

ける 

■ ワイヤレス LANアンテナケーブル引き回し、貼り付ける 

1.19 クリックパッド 

1.19.1 クリックパッドの取り外し 

クリックパッドを取り外すには、以下の手順に従ってください。 

■ 以下のネジと ODD FFCブラケットを外す 

図 1-19 ODD FFCの取り外し (1) 

 

USB基板の取り外しや取り付けの際は、必ず下の図に示すように左右側を

垂直に持ち、取り扱い禁止区域には触れないようにしてください。 
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■ ODD FFCをシステム基板から外す 

図 1-20 ODD FFCの取り外し (2) 

 

■ TP FFCをクリックパッドと TP PCBから外す 

■ 以下のネジを外し、TP PCBを下図で示した方向へ持ち上げる 

図 1-21 クリックパッドの取り外し (1) 

 

■ クリックパッド FFCをクリックパッドのコネクタおよびシステム基板の

コネクタから外す 

コネクタ 
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図 1-22 クリックパッドの取り外し (2) 

 

■ クリックパッドから AL TAPEを剥がし、クリックパッドをカバーASSY

から剥がす 

図 1-23 クリックパッドの取り外し (3) 

 

 

1.19.2 クリックパッドの取り付け 

 

クリックパッドを取り付けるには、以下の手順に従ってください。 

■ 新しいクリックパッドを所定の位置にセットし、カバーASSYに貼り付け

る 

Connector 

PAD MYLARを取り外すには、カバーASSYから直接剥がす 

取り外したクリックパッドは使わず、必ず新しい物を使ってください。 
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図 1-24 クリックパッドの取り付け (1) 

 

■  TP PCBをセットしてカバーASSYに貼り付け、ネジで固定する 
 

■ TP FFCをクリックパッドおよび TP PCBのコネクタに接続する 

■ クリックパッド FFCをクリックパッドのコネクタおよびシステム基板の

コネクタに接続する 

■ 新しい ALテープをクリックパッドに貼り付ける 

TP PCBをセットする前に、下の図に示すように両面テープを新しいもの
と交換してください。 

 

TP PCBに下の図に示すように2枚のクッションを貼り付けます。 
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図 1-25 クリックパッドの取り付け (2) 

 

■ ODD FFCをシステム基板のコネクタに接続し、ODD FFCブラケットを

ネジで固定する 

 

1.20 スピーカー 

1.20.1 スピーカーの取り外し 

スピーカーを取り外すには、以下の手順に従ってください。 

■ スピーカーハーネスをシステム基板のコネクタから外す 

■ スティックテープを開き、スピーカーハーネスをガイドから外す 

図 1-26 スピーカーの取り外し 

 

1.20.2 スピーカーの取り付け 

スピーカーを取り付けるには、以下の手順に従ってください。 

■ スピーカーをカバーASSYに所定の位置にセットする 

新しいPAD MYLARをカバーASSYに貼り付ける 

コネクタ 

スピーカーハーネス 
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図 1-27 スピーカーの取り付け (1) 

 

図 1-28 スピーカーの取り付け (2) 

 

■ スピーカーハーネスをシステム基板のコネクタに接続する 

■ スピーカーハーネスをガイドの下に引き回し、新しいスティックテープで

固定する 

  

  

スピーカー 
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1.21 システム基板 

 

1.21.1 システム基板の取り外し 

システム基板の取り外しには以下の手順に従ってください。 

■ LCD/Webcamハーネスをコネクタから切り離し、DC INハーネスをシス

テム基板のコネクタから外す 

■ キーボード FPCをシステム基板のコネクタから外す 

■ 次のネジを取り外し、システム基板を慎重に取り出す 

図 1-29 システム基板の取り外し 

 

1.21.2 システムボードの取り付け 

システムボードを取り付けるには、以下の手順に従ってください。 

■ システム基板を所定の位置にセットする 

1. システム基板は、製造情報の更新が必要なため、お客様は交換できませ

ん。サービスセンターに依頼してください。 

2. 交換せず、システム基板を取り外し/取り付けする場合は、取り扱い禁止

領域を持たないようにしてください。 

 

コネクタ 

コネクタ 

コネクタ 



交換手順 

 1-29 

図 1-30 システムボードの取り付け 

 

 

■ システム基板をネジで固定する 

■ キーボード FPCをシステム基板のコネクタに接続する 

■ LCD/Webcamハーネスをコネクタに接続し、DC INハーネスをシステム

基板のコネクタに接続し、ハーネスをカバーASSYのガイドに沿って引き

回す 
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1.22 電源ボタンと指紋センサー 

1.22.1 電源ボタンと指紋センサーの取り外し 

電源ボタンと指紋センサーの取り外しは以下の手順に従ってください。 

■ 右側のディスプレイヒンジを固定している 2つのネジを外し、ディスプレ

イヒンジを垂直に回転させる 

図 1-31 電源ボタンと指紋センサーの取り外し (1) 

 

■ 下図に示すようにネジを外し、カバーASSYから電源ボタンと指紋センサ

ーを取り外す 

図 1-32 電源ボタンと指紋センサーの取り外し (2) 

 
 

1.22.2 電源ボタンと指紋センサーの取り付け 

電源ボタンと指紋センサーの取り付けは以下の手順に従ってください。 

■ （指紋センサーモデルのみ）新しい指紋センサーFPC(PW SW FPC)のセ

パレーター(剥離紙) を剥がし、指紋センサーボタン(PW SW BUTTON 

FRAME)に取り付ける 
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図 1-33 電源ボタンと指紋センサーの取り付け (1) 

 

■ モジュールをカバーASSYのガイドピンに合わせ、PW SW ASSYを取り

付ける 

図 1-34 電源ボタンと指紋センサーの取り付け (2) 

 

■ PW SW ASSYをネジで固定する 

■ 右側のディスプレイヒンジを元の位置に回転させ、2つのネジで固定する 
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1.23 DC IN ジャック 

1.23.1 DC IN ジャックの取り外し 

DC INジャックの取り外しは以下の手順に従ってください。 

■ 左側のディスプレイヒンジを固定している 2つのネジを外し、ディスプレ

イヒンジを垂直に回転させる 

図 1-35 DC INジャックの取り外し (1) 

 

■ DC INジャックハーネスをガイドから外し、カバーASSYのスロットから

DC INジャックを取り外す 

図 1-36 DC INジャックの取り外し (2) 

 

1.23.2 DC IN ジャックの取り付け 

DC INジャックを取り付けるには、以下の手順に従ってください。 

■ DC INジャックをカバーASSYのスロットにセットし、DC INジャックハ

ーネスをガイドに沿って引き回す 

■ 左側のディスプレイヒンジを元の位置に回転させ、2つのネジで固定する 

  

  

DC IN ジャックハーネス 
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1.24 キーボード/カバーASSY 

キーボードはカバーASSYに熱可塑性接着剤で取り付けられています。キー

ボードまたはカバーASSYのいずれかを新しいものに交換する必要がある場

合は、新しいキーボードが取り付けられたカバーに交換してください。 

1.24.1 キーボードの取り外し 

キーボード/カバーASSYを取り外すには、以下の手順に従ってください。 

 

■ LCD ASSYとカバーASSYを分離する 

図 1-37 キーボードの取り外し (1) 

 

■ KB MYLARと USB MYLARを剥がす 

図 1-38 キーボードの取り外し (2) 

 
 

キートップが落ちる事があるので、キーボードを取り扱う際は常にフレ
ームを持ち、キートップには触らないでください。 

カバーASSY 

LCD ASSY 
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1.24.2 キーボード/カバーASSYの取り付け 

キーボード/カバーASSYを取り付けるには、以下の手順に従ってください。 

■ LCD ASSYをカバーASSYの所定の位置にセットする  

注: カバーASSYを新しいものに交換する場合 

■ カバーASSYに3枚のAL TAPEを所定の位置に貼り付ける  

図 1-39 キーボードの取り付け (1) 

■ カバーASSYに2枚のガスケットを所定の位置に貼り付ける 

図 1-40 キーボードの取り付け (2) 

 

■ 新しいKB MYLARとUSB MYLARをカバーASSYに所定の位置に貼り付け

る。KB MYLARとUSB MYLAR全体が、四隅を含めて平らに貼り付けられ

ていることを確認すること 

1 2 
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図 1-41 キーボードの取り付け (3) 

 

■ カバーASSYに5枚のガスケットを所定の位置に貼り付ける 

1. GD9C00017D10 

2. GM9044061211 

3. GM9044061131 

4. GD9C00017910 

図 1-42 キーボードの取り付け (4) 

 

■ 新しいPAD MYLARをカバーASSYに貼り付ける 
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1.25 LCD ASSY 

1.25.1 LCD ユニットの取り外し 

LCDユニットを取り外すには以下の手順に従ってください。 

■ 両側のラッチを外し、LCDマスクを LCDカバーASSYから取り外しま

す。下の図に示された矢印の順にラッチを外す 

図 1-43 LCDユニットの取り外し (1) 

 

■ ストレッチ（リリース）テープを掴んで LCDカバーから平行にゆっくり

と引き出す 

LCDマスクを取り外す際は、LCDカバーからあまり持ち上げないこと 

ウェブカメラのシャッターはLCDマスクに磁石で取り付けられている
ため、LCDマスクを取り外す際に失わないように気を付けること 

 

カメラシャッター 
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図 1-44 LCDユニットの取り外し (2) 

 

■ LCDユニットを取り出す 

LCD/Webcamハーネスはユニットの裏側で接続されているので気を付け

ること 

■ プルテープを剥がし、LCDユニットのコネクタから LCD/Webcam ハーネ

スを外す 

1.25.2 LCD ユニットの取り付け 

LCDユニットの取り付けは以下の手順に従ってください。 

■  LCD/Webcamハーネスを LCDユニットのコネクタにプルテープとグラ

ステープと一緒に取り付ける 

 

■ LCDカバーに付いている固定されたテープのセパレーター(剥離紙)を剥が

す 

LCDハーネスを取り付ける際、下図のようにコネクタの左右が同時には

まるようにしてください。 
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図 1-45 LCDユニットの取り付け (1) 

 

■ LCDカバーの上に LCDユニットアセンブリ治具（追加）をセットしま

す。以下のように LCDユニットを配置する 

図 1-46 LCDユニットの取り付け (2) 

 

■ LCDカバーのガイドの下に LCD/Webcamハーネスを引き回す 

図 1-47 LCDユニットの取り付け (3) 

 

■ LCDマスクに 2枚の AL TAPEとガスケットを貼り付ける 
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図 1-48 LCDユニットの取り付け (4) 

 

■ マスクの底側にあるストレッチ（リリース）テープのセパレーター(剥離
紙)を剥がす。まず LCDマスクを LCDカバーの底側に合わせてラッチを
留める 

図 1-49 LCDユニットの取り付け (5) 

 

■ すべてのラッチをかけながら LCDマスクを LCDカバーの上にセットする 

図 1-50 LCDユニットの取り付け (6) 
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1.26 ディスプレイヒンジ 

1.26.1 ディスプレイヒンジの取り外し 

ディスプレイヒンジを取り外すには、以下の手順に従ってください。 

■ 次のネジを外し、左側と右側のヒンジを取り外す 

 a: M2 x 2.3 

 b: M2.5 x 4 

 c: M2.5 x 6 

図 1-51 ディスプレイヒンジの取り外し 

 

1.26.2 ディスプレイヒンジの取り付け 

ディスプレイヒンジを取り付けるには、以下の手順に従ってください。 

■ 左側と右側のヒンジをセットし、ネジで固定する 
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1.27 無線 LAN アンテナ 

1.27.1 無線 LAN アンテナの取り外し 

無線 LANアンテナの取り外しは以下の手順に従ってください。 

■ 無線 LANアンテナのインシュレーターを取り外し、アンテナケーブ

ルを外す 

■ 無線 LANアンテナを LCDカバーから剥がす 

図 1-52 無線 LANアンテナの取り外し 

 

1.27.2 無線 LAN アンテナの取り付け 

無線 LANアンテナの取り付けは以下の手順に従ってください。 

■ 新しい無線 LANアンテナ（AUX/MAIN）を所定の位置に貼り付ける 

■ 新しいインシュレーター（INSU）を無線 LANアンテナに 2枚貼り付ける 

■ 無線 LANアンテナケーブルを下の図のように配置する 

図 1-53 無線 LANアンテナの取り付け 

 

WL AUX WL MAIN 
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1.28 カメラモジュール 

1.28.1 カメラモジュールの取り外し 

カメラモジュールを取り外すには、以下の手順に従ってください。 

■ FPCをカメラモジュールのコネクタから切り離し、カメラハーネスを LCD

カバーから剥がす 

図 1-54 カメラモジュールの取り外し (1)  

■ カメラモジュールのクッションと 2枚の AL TAPEを取り外す 

図 1-55 カメラモジュールの取り外し (2) 

■ カメラシャッターを取り外す 

図 1-56 カメラモジュールの取り外し (3) 

■ カメラモジュールを LCDカバーのスロットから剥がす 

 

  

剥がしたカメラモジュールは再使用不可、交換は必ず新しい部品を使っ
てください。 
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1.28.2 カメラモジュールの取り付け 

カメラモジュールを取り付けるには、以下の手順に従ってください。 

■ 新しいカメラモジュールから保護シートを剥がし、新しいカメラモジュー

ルを LCDカバーに貼り付ける 

図 1-57 カメラモジュールの取り付け (1) 

 

■ 新しいカメラモジュールに 2枚の ALテープを貼り付ける 

図 1-58 カメラモジュールの取り付け (2) 

 

■ カメラシャッターを所定の位置にセットする 

図 1-59 カメラモジュールの取り付け (3) 

 

■ カメラ FPCをカメラモジュールのコネクタに接続する 
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■ カメラ FPCのセパレーターを剥がし、FPCを LCDカバーに所定の位置

に貼り付ける 

図 1-60 カメラモジュールの取り付け (4) 

 

図 1-61 カメラモジュールの取り付け (5) 

 

■ その上にクッションを 1枚貼り付ける 

図 1-62 カメラモジュールの取り付け (6) 

 

■ カメラハーネスを LCDカバーのガイドに沿って引き回す
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第2章 

 
 
 
 

分解図 

2.1 分解図 
この章では、各交換可能なユニット(FRU)の分解図 を掲載しています。 

  



 分解図  
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 分解図  

 2-3 
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付録 A 

LCD モジュールの取扱い 

A.1   LCD モジュールの取扱注意事項 

LCDモジュールは取り付けや取り外し時に簡単に破損しやすいので、取り扱

う時は以下の注意事項を守ってください。 

1. LCDモジュールを LCDカバーに取り付ける際は、正しい位置で取り付

け、ディスプレイの視認性を最大に保つようにすること 

 

 

2. モジュールをネジで固定する前に、LCDモジュールの四隅の穴を LCDカ

バーの対応する穴と合わせるように注意すること 

ストレスがかかるとモジュールの性能に影響するため、無理に固定しな

いでください。 

また、パネルの表面は傷つきやすいので、取り扱いには注意してくださ

い。 

OK 

NG 
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3. パネル表面が汚れた場合は綿か柔らかい布で拭き取ること 

それでも汚れが残る場合は、息を吹きかけて軽く曇らせ、もう一度拭い

てください。 

表面がひどく汚れている場合は、CRTクリーニング剤の使用を薦めま

す。クリーニング剤を布にかけ、パネル表面を拭きます。クリーニング

剤をパネルに直接かけないでください。 

 

4. 水や他の液体がパネルの表面に長期間残ると、画面の色味が変わった
り、しみになったりする可能性があるので、水分はすぐに拭き取ること 

 

5. パネルにはガラスが使用されているため、破損やひびが入らないよう

に、落下や固い物との衝撃に気を付けること 
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6. モジュールには CMOS-LSI回路が使われているため、静電気放電に気を

付け、取り扱い時には必ず手首か足首にアースを着けること 

 

7. モジュールを長時間直射日光や強紫外線に曝さないこと 

 

8. 仕様書に書かれた温度以下で保管しないこと 

液晶が凍結したり、電気特性を失ったり、ダメージを受けます。 
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9. LCDモジュールを分解しないこと 

分解すると簡単に壊れます。 

10. モジュールの輸送の際、エポキシ樹脂(アミン)やシリコン接着剤(アルコ

ールや酸化物)を含んだ包装材を使用しないこと 

これらの物質はパネルの偏光極性にダメージを与えるガスを発生する可

能性があります。 

 

 

 


